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―学校だより― 

地域とともに 

魚沼市立伊米ヶ崎小学校 
令和７年 5月 29日（木）NO.2 
℡：025(792)0089 
Fax：025(792)3222 
Ｅメール 
uonuma.imegasaki-es 
@edu-niigata.ed.jp  

５月 18日（日）薄曇り。伊米ヶ崎共和国のみなさんが設

置してくださった万国旗のもと、開会式での応援団長の力

強い選手宣誓とともに、令和７年度の伊米ヶ崎大運動会は

始まりました。「伊米ヶ崎小学校大運動会」ではなく、「伊米

ヶ崎大運動会」というタイトルに当校の運動会の特徴があ

ります。 

伊米ヶ崎地域は、十数年ほど前から地域と小学校が一体

となって運動会を実施してきました。会当日のプログラム

に地域住民が参加するだけでなく、事前の会場準備や当日

の運営等にも地域や保護者が加わり、学校行事である運動

会の枠を超えた地域のイベントとして共に作り上げてきた

のです。 

今年度も半日開催となりましたが、地域と学校が一体とな

った「伊米ヶ崎大運動会」を実施することができました。 

半日開催でも、子どもたちの出番はたくさんあります。徒競

走、上下学年部の団体種目、全校種目（綱引き）、上下学年部

全員リレー、魚沼音頭（保護者地域の方一緒）、応援合戦。応

援席に座っている時間のほうが少ないくらいのプログラムで

した。そんな中、子どもたちは、練習の成果を発揮しようと、

どの種目にも全力で取り組む姿がありました。保護者や地域

のみなさんの応援を受け、全力を出し切ろうとして駆ける抜

ける子どもたちの姿は胸を打ちます。また、子どもたちの応援

も、力強く、途切れることはありません。顔を真っ赤にしなが

ら精一杯に声を出して応援する表情を見ると、「どちらのチー

ムにも優勝してほしい」という気持ちが沸いてきます。本当に

素晴らしい伊米ヶ崎の子どもたちでした。 

また、伊米ヶ崎大運動会ならではの「地域種目」にも多くの

方々から参加していただきました。今年は新しく「借り人競

争」をプログラムに盛り込みました。５人が一斉にスタートし

て、指示の書いてある紙を拾い上げ、紙に書いてあるいろいろ

な「人」を見つけてくるというユーモアたっぷりの競技です。

中学生や保護者、地域のみなさんからたくさん参加していた

だき、たいへん盛り上がりました。 

毎年、地域と学校が一体となって盛り上がる「伊米ヶ崎大運

動会」は、単なる体育的な学校行事の枠を越え、「郷土愛」を

育むことができる教育的に価値の高い活動であることをあら

ためて感じます。来年も伊米ヶ崎地域にある小学校の名物行

事として実施していきたいものです。 

これからも、変わらぬご支援、ご協力をお願い申し上げ

ます。 



＜６月の主な予定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「ふるさとの森」～森開き～】 
伊米ヶ崎小学校の前庭に広がる「ふるさとの森」は PTAや地域住民の協力を得て平成４年から６年にか

けて人の手で造られた森です。誕生してから３０年以上の歳月が流れ、今では立派な木々が生い茂り、ど

こから見ても「森」であり、他校にはない、伊米ヶ崎小学校の名物の一つとなっています。 

この森は、総合の学習や理科、生活科等の学びの場として活用されているだけでなく、休み時間の遊び

の場として全校に親しまれ、利用されています。 

そんな「ふるさとの森」の「森開き」が５月２３日に行われました。 

各学年の代表児童が森の活動への抱負を発表し、その後、ふるさとの森 

の誕生を記念して作られた「大樹の歌」を全校で歌いました。朝から子 

どもたちのさわやかな歌声が森いっぱいに響きわたりました。最後に私 

（校長）から、パネルを見せながら、森が３０年かけて成長し、今も生 

きていることや、たくさん森に足を運んで、いろいろな不思議を発見し 

てほしいという話をして会を閉じました。 

これから、伊米小の子どもたちは、四季を通して、「ふるさとの森」 

と関わっていきます。五感をフル稼働させて、森の中で様々な事象に 

触れ、探求していきます。その体験と知識は、やがて環境保全や自然愛

護への思いや願いへと膨らみ、いつか持続可能な社会の実現に寄与す

る取組へとつながっていくことを期待します。 

子どもたちは森の中で何を発見し、何に驚き、何に不思議さ感じ、何

にこだわりをもって学習するのでしょう。森の中で子どもたちにそっ

と話しかけ、つぶやきに耳を傾けたいものです。 

１７日（火）耳鼻科検診 
１８日（水）防災学習（１～３年教室・４～６年体育館）  

引き渡し訓練 学年懇談会 
１９日（木）全校５時間授業（職員研修のため） 
２０日（金）  〃    （   〃   ）   
２５日（水）音楽朝会（３・4年発表） 
２６日（木）4年生招待コンサート（響きの森文化会館） 
            クラブ 

２日（月）全校朝会 
３日（火）1～４年遠足  
４日（水）生活朝会 内科検診 

５日（木）委員会 
     遠足予備日（1～4年お弁当持参） 
８日（日）PTA空き瓶アルミ缶回収 
９日（月）6年修学旅行（佐渡方面）～10日 

１３日（金）５年生小小交流会（小出小５年生と） 
 

５月８日（木）の６時間目、ＰＴＡと連携して、校地内の環境を整備する標記の作業を行いました。

今年度は、児童の下校との関係から、放課後ではなく、６時間目に実施することになりました。この

日は、平日にも関わらず、たいへん多くの保護者や地域の皆様からご参加いただきました。全校児童

数７５名の当校で、大人の参加が５０名を越えるという驚異的な参加率でした。「やっぱり、伊米ヶ崎

の保護者と地域の方はすごいなあ、ありがたいなあ」と、驚きとともに感謝の気持ちでいっぱいにな

りました。１時間弱の作業でしたが、子どもたちとともに担当の箇所の清掃、整備作業に一生懸命に

取り組み、気持ちのいい汗を流していただきました。 

 おかげ様で、グラウンドや側溝、池などがとてもきれいになり、また、花壇に花も植えられ、学校

全体が整備され、明るくなりました。ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

 

【第 1回 PTA環境整備作業】 


